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第 54 回水源環境保全・再生かながわ県民フォーラム企画書 
 

１ 目的 

県民の意志を施策に反映するために設置された県民会議が、水源環境保全・再生施策

の 15年の取組を総合的に評価し、大綱終了後の取組について意見書を県に提出した。 

県民目線で行った評価を県民に向けて発信し、危機的状況から回復を見せつつある水

源環境を知ってもらうとともに、この間の環境変化への対応など意見書の内容を踏まえ

県民の意見を収集することを目的として開催する。 
 
２ テーマ 

  神奈川の 森林
も り

と水 ～どうする？未来に向けた新たな一歩～ 
 
３ 日時 

  令和６年８月 24日（土） 13時～16時（12時 15分開場） 
 
４ 会場 

  横浜シンポジア 議場１階、２階、レセプションスペース 

  （横浜市中区山下町 2番地 産業貿易センタービル９階） 
 
５ 定員 

  対面 200名 / オンライン 300名 
 
６ 主催 

水源環境保全・再生かながわ県民会議 

（事務局：神奈川県環境農政局緑政部水源環境保全課） 
 
７ プログラム構成（予定） 

時間 内 容 担 当 

10:00 集合・イベント準備 全委員 

11:00 リハーサル（一時間程度） 全委員（主に登壇する委員） 

12:15 展示開始・受付開始 全委員 

13:00 開会 

主催者あいさつ（５分） 

司会：稲野辺委員 

あいさつ：土屋俊幸氏（水源環境保全・再生かながわ県民会議座長）  

13:05 施策の取組・成果（意見書）の説明（40分） 

(例)モニタリング結果の紹介 

施策調査専門委員会  

吉村千洋氏（東京工業大学環境・社会理工学院 教授） 

13:45 市民事業支援補助団体の活動紹介 

（20分） 

市民事業支援補助団体（４団体） 

14:05 休憩（15分） 質問・意見回収（施策関係） 

14:20 ミニ講演 (20分×２名) 

※登壇者入替え時間（約５分） 

（水源環境の未来に必要なこと） 

講演１：石川芳治氏 （砂防図書館 館長） 

異常気象と森林の関係について 

講演２：長谷川理恵氏（秦野市森林組合 技師） 

森林組合から、現場の様子について 

15:05 休憩（15分） 質問・意見回収（講演関係） 

15:20 講演に対する質疑応答（20分） 吉村千洋氏、石川芳治氏、長谷川理恵氏 

コーディネーター：稲野辺委員 

15:40 閉会（展示へ誘導※展示 16:00 まで） 司会：稲野辺委員 

16:00 片付け 全委員 

17:00 解散 全委員 
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８ 広報（予定） 

(1) 記者発表 

(2) 県広報媒体(県のたより、県ホームページ、しずくちゃん Twitter等) 

(3) 広報チラシ、ポスターの配付 

(4) その他（PRTIMES、県内大学学生ポータルなど） 

 

９ 展示（予定、次のうち可能な限り） 

 (1) 情報発信チーム作成の新規パネル展示 

(2) 「全日本中学生水の作文コンクール」入賞作品の展示 

(3) 自然環境保全センター・自然環境保全課パネル展示 or出展依頼 

(4) 土地水資源対策課 出展依頼 

(5) 森林再生パートナーパネル展示 

(6) 環境科学センターパネル展示 

(7) さがみ自然フォーラム出展団体（学校等）との出展交渉 

(8) 市民事業支援補助団体展示 

(9) 企業庁展示 

 

10 今後のスケジュール等 

日程 内容 

６月 24日（月）14時 記者発表、申込開始 

６月 24日（月） 

（情報発信チーム第２回検討会議） 

進捗報告 

新規パネルの検討 

７月以降 チラシの配布、県のたよりへの掲載等 

８月６日（火） 

（情報発信チーム第３回検討会議） 
当日の運営マニュアル・委員の動き等の確認 

８月 16日（金） 申込期限 

８月 24日（土） フォーラム当日 

 

 



面 LO

（神奈川県入賞作品）



お申込時にお伺いする個人情報の取扱いについて、フォーラムご参加者本人様確認と連絡にのみ使用し、第三者へ提供することはございません。

  

      

お申込いただいた方は、定員を超えない限り参加いただけます。（※その旨のご連絡はありません)

申込期限までに、ＷＥＢ、参加申込書記入の上、ＦＡＸまたは郵送からお申込みください。
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